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後藤滋樹の新・社会楽
第50回「敏感と鈍感」
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【食べ物の好みは千差万別】
人間は総じて同じように見えることもあるが、日常生活では個

人差が目立つ場面が多い。中でも食べ物の好みは一概に言えな

い。納豆が大好物の人がいるかと思うと、あんな臭いものは嫌い

だという人もいる。辛いものが好きな人がいれば、絶対に食べら

れない人もいる。お酒がなければ生きていけない人もあれば、ア

ルコールは毒物だという人もいる。

たばこは食品ではないが、好みが分かれるところだ。禁煙なら

ぬ嫌煙となると、電車や飛行機の座席が区別されたり車両が別

になったり、あるいは建物の中は禁煙だったり

というところもある。ホテルの部屋にも禁煙室が

ある。筆者は学生時代にたばこを吸っていたこ

ともあり、一時はパイプ党であったぐらいだか

ら、喫煙者の気持もわかる。その一方でたばこ

の匂いには敏感なので、嫌煙に近い行動をとる

こともある。

違いが目立つのは食べ物や嗜好品だけではな

い。世の中には楽観的な人もいれば、悲観的な

人もいる。この違いは外観だけでは見分けにく

い。颯爽と風を切って歩いている人が意外にも厭世観の持ち主

だったりする。気持をあまり外面に出さないのが大人だというこ

とか。その点で、赤ん坊は正直だ。いつでもニコニコ笑っている

赤ちゃんもいれば、常に泣き顔のボクもいる。

【違いのわかる人】
食べ物については「違いがわかる」という人がいる。テレビの

コマーシャルではコーヒーの違いを長年にわたって訴えている。最

近ではワインの味や香り、色を語るのが流行のようだ。私自身は

コーヒーの違いはよくわからない。日本茶の違いは多少感じる。

ワインはサッパリだが、日本酒は全然違うぞ、という具合に和風

感覚なのだ。

違いは食べ物だけではない。喫煙する人はたばこの違いを感じ

ている。嫌煙の人のために付言しておくと、たばこの味は相当に

違う。その証拠に、喫煙する人は大体特定の銘柄を常用してい

る。推理小説で、犯人の見当をつけるのにたばこの銘柄が使わ

れるぐらいだから、これは相当に癖になっている。中毒というほ

うがより正確かもしれない。

さらにオーディオマニアは音の違いを感じるし、そもそも楽器

だって相当に差がある。自動車マニアにはエンジンの違いがわか

る。スポーツの世界でも道具に凝るのは同様である。パソコンだ

ってキーボードのタッチ、画面の見やすさには差がある。そもそ

もCPUの速度が違うし、バッテリーの持続時間にも差がある。

【敏感は幸福か】
違いのわかる人には、ある種の能力がある。凡人には区別の

できないものでも、違いのわかる人は差異を指摘できるのだ。し

かし、違いがわかることが幸福なのかどうか。あまり敏感な人は、

かえって日常生活が不幸になる場合がある。

水の味の違いが気になる人がいる。水道では駄目で浄水機を

入れる。「イオンなんとか装置」で処理した水しか飲まない。自

宅に立派な装置を備えても、友人の家や旅行中はどうにもなら

ない。

オーディオ装置にうるさい人がいる。自宅は

部屋まで特別に設計している。普通の音はとて

も聞けない。その安物のスピーカから音を出す

のはやめてくれないか。皆が平気で楽しんでいる

時に、ひとりストレスが溜まる。

ファッションのセンスが抜群なだけに、今日

の服装はとても気になる。この色のコーディネイ

トでは駄目だわ。ああ、このワインの味はなん

だ。なぜ皆が平気で飲んでいるのだろう。

【それなりに社会的な分担】
人間のバランスというのは絶妙である。料理にうるさい人、フ

ァッションの達人、ゴルフの道具にかけては……と、いろいろな

人がいるが、万能の人は存在しない。そこが救いでもあり、人間

の面白いところである。料理の先生のお宅にいくと、室内が乱雑

であったり、おしゃれな人が粗食で平気だったりする。

平等主義という思想があるが、好みまで平等になるとつまらな

い世界になる。料理というものを一切考えないで、単に食物をエ

ネルギーとして計算すると、1人1日に1ドル分の小麦粉で足りる

という説がある。それでも生物としての人間は存続できるという。

それじゃ味気ない。ということで食物グルメの人々が活躍し、

そのおかげで我々も小麦粉だけの生活をしないで済む。ワインだ

って、安価でそこそこの品物が入手できるようになったのは、味

にうるさい人のおかげだと思う。実は水道局だって、水の味には

気を配っているのだという。

このように考えると、マニアのような、達人のような、趣味が

高じた人のお蔭で世の中のいろいろな面でのレベルが高まってき

たように思える。つまり、違いのわかる人は結局のところ社会に

貢献していることになる。

いきなり話が飛ぶようだが、実は研究者という人々は、それぞ

れの分野で違いがわかる人、敏感な人、他人の意見に迎合しな

い人である。いかに世間から隔絶したように見える研究でも、そ

の本質においては社会的な活動としての意味がある。
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